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町民意見聞き町政へ反映を　町政報告・意見交換会
　　

町
政
報
告
・
意
見
交
換
会
が
５
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
町
内
全
校
区
で

あ
り
、
町
民
約
１
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
は
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

役
場
全
課
長
が
出
席
の
も
と
行
わ

れ
、
田
渕
川
町
長
が
平
成
29
年
度
事

業
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
様
々
な
意
見
や
要
望
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
や
要
望
な
ど

■
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
た

定
住
対
策
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

働
く
場
の
確
保
、所
得
の
向
上
な
ど
、

生
活
基
盤
の
対
策
も
同
時
に
進
め

る
。
種
子
島
を
知
ら
な
い
方
も
多
い

の
で
、様
々
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加

に
繋
げ
て
い
く
。

■
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

　
ネ
ッ
ト
や
電
気
柵
の
設
置
な
ど
に

合
わ
せ
、
猟
友
会
、
隣
接
市
町
と
も

協
力
し
て
捕
獲
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
被
害
や
対
策
状
況

の
調
査
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
対
応

を
模
索
し
て
い
く
。

■
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
耕
作
面
積
の
減
少

対
策
お
よ
び
刈
り
取
り
料
に
つ
い
て

　

耕
作
面
積
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
、

機
械
化
に
よ
る
耕
作
面
積
の
拡
大
、

農
地
の
賃
借
の
推
進
、病
害
虫
対
策
、

雇
用
創
出
に
よ
る
農
家
の
兼
業
化
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
離
農
防
止
な
ど
、

様
々
な
対
策
に
取
り
組
む
。
刈
り
取

り
料
に
つ
い
て
は
、
農
家
と
生
産
組

合
が
互
い
に
納
得
が
い
く
も
の
と
な

る
よ
う
検
討
を
お
願
い
し
て
い
く
。

■
有
人
国
境
離
島
法
交
付
金
の
海
上

輸
送
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

年
度
末
に
実
績
を
集
計
し
、
そ
の

８
割
を
精
算
払
方
式
で
補
助
す
る
。

個
人
で
出
す
分
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
関
係
書
類
が
示
さ
れ
次
第
お
知
ら

せ
す
る
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ

い
て　

　

商
工
観
光
関
係
の
情
報
発
信
を
行

う
隊
員
を
２
人
採
用
し
、
す
で
に
活

動
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
校
区
に

配
置
す
る
隊
員
に
つ
い
て
は
ま
だ
採

用
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
早
期
に

配
置
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
続

け
る
。

■
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
き
め

細
や
か
な
内
容
と
な
る
よ
う
努
め
た

い
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
光
回
線
が

導
入
さ
れ
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
限
ら
ず
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
用
い
て
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
。

■
公
立
種
子
島
病
院
の
診
療
時
間
に

つ
い
て

　

医
師
３
人
体
制
で
勤
務
を
行
っ
て

お
り
、
入
院
患
者
の
回
診
、
施
設
・

学
校
検
診
な
ど
も
あ
る
た
め
、
無
理

の
な
い
診
療
と
な
る
よ
う
午
前
診
療

を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
午
後
で

も
緊
急
の
場
合
は
対
応
で
き
る
態
勢

を
整
え
て
い
る
。　

■
圃
場
に
係
る
改
修
な
ど
の
要
望
に

つ
い
て

　

現
地
調
査
を
行
い
、検
討
を
行
う
。

必
要
な
場
合
は
県
な
ど
に
も
要
望

し
、
事
業
化
を
図
っ
て
い
く
。

■
町
管
理
の
道
路
の
改
修
な
ど
の
要

望
に
つ
い
て

　

現
地
調
査
を
行
い
、検
討
を
行
う
。

■
県
管
理
の
道
路
、
港
湾
の
改
修
な

ど
の
要
望
に
つ
い
て

　

熊
毛
支
庁
な
ど
関
係
各
機
関
に
要

望
を
伝
え
る
。

※
そ
の
他
の
意
見
や
要
望
、
詳
細

に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
後

日
、
掲
載
し
ま
す
。

　増田校区（ベニーハウス）での町政報告・意見交換会
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　４元中継によるセレモニーの様子

　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業

の
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
６
月
１

日
に
中
種
子
・
南
種
子
の
町
長
室

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
、

Ｈ
２
Ａ
34
号
機
の
打
ち
上
げ
中
継

会
場
を
結
ぶ
４
元
中
継
方
式
で
行

わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

光
回
線
の
開
通
に
よ
り
、
通
信

環
境
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
は
中
種
子
交
換
局

管
内
の
開
通
と
な
り
、
浜
津
脇
・

坂
井
の
交
換
局
管
内
に
つ
い
て

は
、来
年
６
月
に
開
通
予
定
で
す
。

光ブロードバンド時代の幕開け
光ブロードバンド整備事業完成セレモニー

　

中
種
子
の
将
来
の
農
業
を
担

う
人
材
育
成
を
図
る
為
の
農
業

研
修
事
業
の
第
２
期
研
修
生
受

入
式
が
、
６
月
１
日
に
あ
り
ま

し
た
。

　

第
２
期
の
研
修
生
、
本も
と

藏く
ら

知
さ
と
し

さ
ん
（
竹
屋
野
在
住
・
出
水
出
身
）

は
宣
誓
で
「
農
業
生
産
に
励
み
、

中
種
子
の
農
業
振
興
に
貢
献
す

る
事
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

述
べ
ま
し
た
。

　

本
藏
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
２
年

間
、
講
義
や
実
習
で
農
業
の
技

術
や
経
営
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

中種子の将来の農業を担う
農業研修事業第２期研修生受入式

　研修生証を交付される本藏知さん

プロサーフィン大会開催決定　ジャパンプロサーフィンツアー 2017・ショートボード第７戦
　
「
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン

ツ
ア
ー
２
０
１
７
・
シ
ョ
ー
ト

ボ
ー
ド
」
の
第
７
戦
が
、
９
月

21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
種
子

島
で
開
催
さ
れ
る
事
が
決
ま
り
、

６
月
７
日
に
中
央
公
民
館
で
、

サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
Ｐ

Ｒ
協
議
会
と
、
一
般
社
団
法
人

日
本
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
に

よ
る
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
協
議
会
長
の
田
渕

川
町
長
が
「
こ
の
大
会
を
機
に

サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
の

名
称
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
種

子
島
は
も
と
よ
り
熊
毛
地
域
の

振
興
に
繋
げ
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
盟
の
牛う
し

越こ
し

峰み
ね

統と
う

理

事
長
が
「
南
国
種
子
島
で
の
開

催
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
多

く
の
選
手
が
大
会
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
種
子
島
の
方
々
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
協
議
会
は
、
地
元

行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
り
、

種
子
島
が
サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド

で
あ
る
こ
と
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

東
京
五
輪
の
事
前
合
宿
誘
致
を

は
じ
め
、
サ
ー
フ
ァ
ー
ひ
い
て

は
観
光
客
の
誘
致
に
取
り
組
み
、

地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　左から町長、牛越理事長
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移
住
し
て
２
か
月
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
陽
の
光
が
夏
に
向
か
っ

て
存
在
感
を
増
し
、
役
場
に
行
く
途

中
の
景
色
が
よ
う
や
く
輝
い
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
都
会
に
揉

ま
れ
て
、
ほ
ど
け
た
ガ
ー
ゼ
の
よ
う

に
な
っ
た
私
に
は
神
々
し
く
す
ら
感

じ
る
の
で
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
図
書
館
で
何
気

に
手
に
取
っ
た
本
、「
種
子
島
は
古

代
神
々
の
故
郷
（
益
田
宗
児
著
）」

に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
私
な
り
に

興
味
を
持
っ
た
一
部
を
あ
げ
て
み
ま

す
。

　

豊
満
神
社
、
浦
田
神
社
の
縁
起
書

に
は
、「
す
め
ら
ぎ
（
天
皇
）
の
御

父
の
通
う
島
な
れ
ど
人
の
は
じ
め
の

島
に
ぞ
あ
り
け
る
」
と
あ
る
そ
う
で

す
。
天
皇
の
御
父
と
は
ど
な
た
な
の

か
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
の

は
じ
め
の
島
と
は
、
立
切
遺
跡
か
ら

約
3
万
１
千
年
前
、
日
本
最
古
の
生

活
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

日
本
人
の
発
祥
と
い
う
意
味
で
符
合

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

さ
ら
に
、
こ
の
書
物
で
は
、
宝
満

神
社
の
御
祭
神
が
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
ノ

ミ
コ
ト
（
神
武
天
皇
の
母
）、
浦
田

神
社
の
御
祭
神
は
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア

エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
（
神
武
天
皇
の
父
）、

宇
都
浦
神
社
は
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
ノ
ミ

コ
ト
（
神
武
天
皇
の
祖
母
）
で
、
こ

こ
か
ら
著
者
は
「
種
子
島
は
神
武
天

皇
の
ふ
る
さ
と
」と
書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
町
の
神
社
の
御
祭
神
を

調
べ
て
み
ま
し
た
。
霧
島
神
社
の
御

祭
神
は
ヒ
コ
ホ
ホ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
。
浜
津
脇
神
社
と
熊
野
神
社
は
イ

ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
。
納
官
神
社
が
ア
マ
テ
ラ
ス
オ

オ
ミ
カ
ミ
、
ト
ヨ
ウ
ケ
ヒ
メ
ノ
カ
ミ

と
、
日
本
神
話
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
級
の

方
々
で
す
。

　
「
な
に
ご
と
の
お
は
し
ま
す
か
は

知
ら
ね
ど
も　

か
た
じ
け
な
さ
に
涙

こ
ぼ
る
る
」
西
行
法
師
が
伊
勢
神
宮

に
お
参
り
し
た
時
に
詠
ん
だ
和
歌
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
存
在
は
分

か
ら
な
い
が
良
い
波
動
が
伝
わ
り
心

洗
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
幼

い
頃
、よ
く
祖
母
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
誰
も
見
て
い
な
い
と
思
っ
て
悪
さ

し
な
や
、
八
百
万
の
神
様
は
見
て
は

る
で
」
見
え
な
い
も
の
の
畏
怖
畏
敬

を
私
は
祖
母
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
種
子
島
は
、
古
代
の
神
々
や

始
ま
り
の
人
々
の
息
吹
、
山
や
海
な

ど
大
自
然
の
命
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
、
な
ん

だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
る
種
の
ゆ

ら
ぎ
を
発
生
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
種

子
島
の
神
々
し
さ
を
感
じ
る
所
以
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 9）　種子島の神々しさ

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
種
子
島
の
認
定

証
授
与
式
が
、
５
月
12
日
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
種
子
島
で
あ
り
、
野

角
栞か
ん

那な

さ
ん
（
原
之
里
）
と
、

上
妻
桃
子
さ
ん（
西
之
表
市
）に
、

種
子
島
観
光
協
会
か
ら
認
定
証

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
際
し
２
人
は
「
種

子
島
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
」
と
就
任
へ
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
人
は
こ
れ
か
ら
２
年
間
、

種
子
島
の
魅
力
を
島
内
外
で
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
に
務
め
ま
す
。

種子島の魅力をＰＲ
フレッシュ種子島認定証授与式

　左から上妻桃子さん、野角栞那さん

　

今
年
の
一
番
茶
の
審
査
会
が

５
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
西

之
表
支
所
で
開
か
れ
、
熊
毛
地

区
内
か
ら
「
や
ぶ
き
た
」
な
ど

６
品
種
計
64
点
（
本
町
か
ら
は

４
点
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
茶
葉
の
外
観
、

お
茶
を
入
れ
た
時
の
香
り
、
色
、

味
の
４
項
目
が
審
査
さ
れ
、
そ

の
様
子
を
生
産
者
や
関
係
者
が

熱
心
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
藤
和
典
さ
ん

（
伏
之
前
）
の
「
や
ぶ
き
た
」
が

3
等
に
入
賞
し
ま
し
た
。

新茶の香り漂う
熊毛地区製茶共進会

　審査会
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運
転
免
許
を
持
つ
こ
と
で
、

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
運
転
免
許
勉
強
会
」
の
開

講
式
が
、
６
月
３
日
に
種
子
島

自
動
車
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
種
子
島
地
区
障
害

者
自
立
支
援
協
議
会
が
計
画
し
、

種
子
島
自
動
車
学
校
の
協
力
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
受
講

者
は
、
個
々
の
能
力
に
合
わ
せ

て
個
別
に
学
科
の
基
本
を
学
び
、

自
動
車
学
校
へ
の
入
校
と
免
許

の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

障がい者の自立と社会参加を推進
運転免許勉強会開講式

　勉強会に臨む受講者

多くの来場者でにぎわう　南界朝市「ありがとう１周年感謝祭」
　

南
界
朝
市
の
「
あ
り
が
と
う

１
周
年
感
謝
祭
」
が
、
5
月
21

日
坂
井
公
園
で
開
催
さ
れ
、
快

晴
の
空
の
も
と
、
朝
早
く
か
ら

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

販
売
開
始
前
に
も
関
わ
ら
ず
、

各
店
の
前
に
は
す
で
に
多
く
の

人
が
並
ん
で
お
り
、
８
時
の
開

始
の
合
図
と
共
に
、
品
物
が
次
々

に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
他
に
も
休
憩
ス

ペ
ー
ス
や
ヤ
ギ
と
の
ふ
れ
合
い

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、

来
場
者
が
一
息
つ
く
様
子
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

南
界
朝
市
実
行
委
員
会
の
鎌

田
道
子
さ
ん
（
田
島
）
は
「
多

く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
私
た
ち
が

１
年
間
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
、
そ
し
て
ご
来
場
い
た
だ
い

た
全
て
の
皆
様
の
お
か
げ
で

す
。」
と
、
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　

南
界
朝
市
は
、
こ
れ
か
ら
も

坂
井
公
園
で
定
期
的
に
開
催
さ

れ
る
計
画
で
、
次
回
の
開
催
は

７
月
16
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
熊
毛
地
区
福
祉

合
同
会
議
が
５
月
18
日
に
中
央

公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
研
修
会
で
は
、
中
種
子
養
護

学
校
の
小
山
浩
平
先
生
に
よ
る

「
特
別
支
援
教
育
に
係
る
国
や
県

の
動
向
と
熊
毛
地
区
の
現
状
」

と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
ス
ラ
イ
ド
や
手
元

の
資
料
に
目
を
通
し
な
が
ら
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
南
種
子
町
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

明るく住みよい地域社会を目指して
平成 29 年度熊毛地区福祉合同会議

　福祉関係者等研修会
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種子島縦断！親子ふれあいウォーク 2017　なかたね子ども体験活動促進事業
　

島
内
を
歩
い
て
縦
断
す
る
「
種

子
島
縦
断
！
親
子
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
７
」
が
５
月

27
・
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
共
に
天
気
に
恵
ま
れ
、

熱
中
症
等
が
心
配
さ
れ
た
な
か
、

参
加
し
た
62
名
の
子
ど
も
達
は
、

疲
れ
を
見
せ
る
こ
と
な
く
保
護

者
の
皆
さ
ん
や
青
年
団
の
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
ゴ
ー

ル
し
、
歩
き
き
っ
た
達
成
感
に

笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
西
之
表
港
か
ら
種

子
島
中
央
体
育
館
ま
で
の
コ
ー

ス
28
・
４
㎞
を
歩
き
種
子
島
中

央
武
道
館
サ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に

宿
泊
。
夜
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
他
校
の
友
達
と
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
中
央
体
育
館
か

ら
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
23
・
４
㎞
を
元
気
に
歩
き

ま
し
た
。

　

　

全
て
の
人
々
が
共
に
暮
ら
す

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
第

17
回
福
祉
ま
つ
り
が
、
５
月
27

日
に
種
子
島
こ
り
ー
な
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
た
つ
め

た
つ
と
あ
か
つ
き
園
の
利
用
者

に
よ
る
、
全
身
か
ら
湧
き
上
が

る
よ
う
な
発
表
が
、
見
て
い
る

人
々
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
舞
会
の
演
舞
や
、

す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
の
ダ
ン
ス
、

た
ね
っ
こ
合
唱
隊
と
コ
ー
ル
な

か
た
ね
の
友
情
出
演
が
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

いきいきわくわく心豊かな人生を
第 17 回福祉まつり

２年連続の栄冠
南部ソフトボール大会

　

第
46
回
南
部
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
春
季
大
会
が
、
５
月
7
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
９
チ
ー
ム
が
３
会
場
に

分
か
れ
て
対
戦
し
、
上
位
４
チ
ー

ム
が
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

旧
南
界
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
２
年
連

続
で
阿
高
磯
チ
ー
ム
と
屋
久
津

チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、
好
プ

レ
ー
珍
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
中
、

阿
高
磯
チ
ー
ム
が
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。
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6
月
４
日
に
増
田
区
民
セ
ン

タ
ー
で
「
第
２
回
も
の
の
ふ
祭

り
」（
中
種
子
火
縄
銃
保
存
会
主

催
）
が
開
か
れ
、
多
く
の
親
子

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
段
ボ
ー
ル
甲
冑

の
試
着
体
験
な
ど
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
も
の
の
ふ
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
曜
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
熊
毛
支
庁
の
職

員
に
よ
る
体
験
教
室
な
ど
も
あ

り
、
活
気
に
満
ち
た
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

鉄砲伝来に思いを馳せて
第２回もののふ祭り

　クラッカー火縄銃の試射

　

市
町
の
境
を
挟
ん
で
星
原
校

区
・
住
吉
校
区
（
西
之
表
市
）

の
親
睦
を
図
る
「
第
86
回
仲
良

し
相
撲
大
会
」
が
、
５
月
13
日

に
住
吉
小
学
校
の
相
撲
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

星
原
校
区
は
、
小
学
生
男
子

3
人
、
女
子
８
人
の
計
11
人
の

力
士
が
出
場
。
団
体
戦
や
3
人

抜
き
な
ど
、
迫
力
あ
る
好
取
組

が
随
所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
両
校
区
の
小
学
生
13

人
が
競
う
優
勝
旗
争
奪
戦
で
は
、

７
試
合
中
２
試
合
が
、
互
い
の

力
が
拮
抗
し
水
入
り
に
な
る
な

ど
、
会
場
の
人
々
の
記
憶
に
残

る
名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
１
勝
4
敗
２
引
き

分
け
で
、
星
原
校
区
は
惜
し
く

も
優
勝
旗
を
逃
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
取
組
に
、

会
場
か
ら
は
惜
し
み
無
い
拍
手

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
記憶に残る名勝負　第 86 回仲良し相撲大会

取組後に行われた
親善作品の交換式

　

５
月
19
日
に
鳥
取
市
で
行
わ

れ
た
「
ご
当
地
キ
ル
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
、
深
川
美
穂
さ
ん
（
横

町
）
の
「
宇
宙
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
が

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
仕
上
げ
た
構
図
が
高

く
評
価
さ
れ
、
全
70
作
品
の
中

か
ら
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
深
川
さ
ん
の
作
品
は
、

６
月
９
日
に
同
市
で
開
催
さ
れ

た
「
ジ
ャ
パ
ン
キ
ル
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
す
な
ば
県
」
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

ダイナミックな仕上がり
ご当地キルトコンテスト（鳥取）
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第
42
回
中
種
子
養
護
学
校
大

運
動
会
が
、
５
月
27
日
に
同
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
多
く

の
関
係
者
や
地
域
住
民
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

短
距
離
走
な
ど
の
児
童
生
徒

の
競
技
の
ほ
か
、
来
場
者
を
交

え
て
の
種
目
も
数
多
く
行
わ
れ
、

宝
釣
り
で
は
、
高
等
部
の
生
徒

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
、
お
年
寄

り
た
ち
が
景
品
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
部
の
生

徒
と
教
師
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ

た
よ
さ
こ
い
エ
イ
サ
ー
で
は
、

テ
ン
ポ
の
良
い
曲
と
踊
り
に
、

会
場
も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
ネ

バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
、
か
が
や
け
、

は
ば
た
け
、
一
致
団
結
、
み
せ

ろ
中
養
の
力
」
の
言
葉
の
も
と
、

児
童
生
徒
ら
が
力
強
く
種
目
に

取
り
組
む
姿
に
、
会
場
か
ら
は

盛
ん
に
声
援
と
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　

　
かがやけ、はばたけ、一致団結　第 42 回中種子養護学校大運動会

　中学部「よさこいエイサー」 　小学部「ロードムービー」

　高等部
　「短距離走」

日頃の使用に感謝を込めて
ひまわりサークル清掃ボランティア

　

い
つ
も
使
用
し
て
い
る
施
設

に
恩
返
し
を
し
た
い
と
、
体
操

な
ど
で
健
康
作
り
を
行
っ
て
い

る
、
高
齢
者
の
自
主
活
動
サ
ー

ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
が
、
５
月

29
日
に
種
子
島
中
央
体
育
館
で

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
清
掃
が
開
始

さ
れ
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
日
頃

の
健
康
作
り
の
成
果
を
発
揮
し

な
が
ら
次
々
に
作
業
を
進
め
て

い
き
、
短
時
間
で
体
育
館
の
玄

関
前
を
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ

い
に
仕
上
げ
ま
し
た
。　

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
自

分
た
ち
に
も
何
か
出
来
な
い
か

と
の
思
い
で
結
成
さ
れ
た
「
な

か
た
ね
花
っ
娘
く
ら
ぶ
」
の
植

栽
が
、
６
月
３
日
に
役
場
前
で

あ
り
、
７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

朝
８
時
半
か
ら
の
開
始
と
共

に
手
際
よ
く
作
業
が
進
み
、
わ

ず
か
１
時
間
で
30
個
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
、
３
種
類
の
花
々
を
植

え
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
他
の
施
設
に
も
活

動
を
広
げ
た
い
と
の
事
で
す
。

町に彩りを与えます
なかたね花っ娘くらぶ植栽ボランティア
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島の四季彩　
ヤブカンゾウ（ワスレグサ科）

【漢字表記】藪萱草
【別名】オニカンゾウ ( 鬼萱草 )
【分布】北海道～九州 
【生育地】日当たりのよい、田畑の畦や人里付近
　夏緑性の多年草で、夏、１ｍ位の花茎を伸ばし、
頂部に複数の花をつけます。花はユリの花のよ
うなラッパ状ですが、橙赤色の八重咲きで、雄

お

蕊
しべ

・雌
め

蕊
しべ

が花弁状に変化し、結実はしません。
古い時代に中国から帰化したといわれ、記録に
よれば 16 世紀末に絵画として残っているようで
す。島内の近縁種として、アキノワスレグサ ( 別
名：トキワカンゾウ )、ハマカンゾウ、ユウスゲ
が野生種としてあります。この仲間は、蕾は中
国では重要な食材となっており、国内の中華料
理の食材店にも金針菜として販売されています。
また料理店でシーズンによっては生の蕾の炒め
物を提供しているところもあります。若芽も和
え物・てんぷらなどに利用できます。　　　　

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

　

や
さ
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心

を
育
て
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

た「
人
権
の
花
」運
動
の
開
会
式
が
、

５
月
22
日
に
納
官
小
学
校
で
あ
り

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
児
童
を
代
表
し

て
６
年
生
の
遠
藤
心ま
な
と翔
く
ん
が

「
友
達
を
大
切
に
し
、
仲
良
し
の
子

ど
も
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
ま

し
ょ
う
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

納
官
小
学
校
で
は
こ
れ
か
ら
12

月
ま
で
、
人
権
の
花
で
あ
る
ヒ
マ

ワ
リ
の
種
植
え
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

優しい心と思いやりの心を育てます
納官小学校「人権の花運動」開会式

　

地
域
発
展
を
担
う
次
世
代
の

人
材
育
成
を
目
指
す
「
楽
天
Ｉ

Ｔ
学
校
」
が
５
月
26
日
か
ら
種

子
島
中
央
高
等
学
校
で
始
ま
り
、

情
報
処
理
科
の
３
年
生
の
生
徒

ら
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校
と
は
、
高
校

と
大
和
温
泉
ホ
テ
ル
が
連
携
し
、

楽
天
が
提
供
す
る
実
践
型
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
授
業

で
、
生
徒
ら
は
こ
れ
か
ら
１
年

間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

運
営
の
実
体
験
を
通
じ
、
実
践
的

な
電
子
商
取
引
を
学
び
ま
す
。

地域発展を担う人材育成を目指す
種子島中央高等学校「楽天ＩＴ学校」

　楽天の講師による授業

長浜海岸でウミガメ採卵
岩岡小学校　春の一日遠足

　

岩
岡
小
学
校
の
1
～
4
年
生

13
人
が
、
5
月
26
日
に
春
の
1

日
遠
足
を
学
校
近
く
の
長
浜
海

岸
で
行
い
、
海
岸
清
掃
の
後
に

ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
１
３
６
個
を
採

取
し
ま
し
た
。

　

採
取
し
た
卵
は
、
学
校
の
ふ

化
場
に
移
し
、
ふ
化
し
た
ウ
ミ

ガ
メ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
で

夏
休
み
に
海
へ
放
流
し
ま
す
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。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

■保険料免除について　
　平成29年度国民年金保険料の免除承認期間が、
平成 29 年７月から平成 30 年６月までとなりま
す。
　納付が困難で免除を希望する方、または、昨年
度免除申請の継続申請をされた方で、免除の種類
を変更したい方は、７月１日以降に印鑑をご持参
のうえ、役場窓口で申請してください。
　なお、確定申告がお済みでない方は、事前に税
務課で済ませてからお越しください。

「免除の種類」
　①全額免除
　②４分の３免除（４分の１納付）
　③半額免除
　④４分の１免除（４分の３納付）
　⑤納付猶予（50 歳になる月の前月まで）

※免除申請の具体的な承認基準は個別に異なりま
すので、役場または年金事務所までお問い合わせ
ください。
■学生納付特例制度について　
　学生の納付特例制度の承認期間は４月から翌年
３月となります。
　学生で、所得が少なく保険料を納付できない方
は、印鑑と在学証明書または学生証のコピーをご
持参のうえ、早めに申請してください。
※学生も前年の所得申請が必要です。

国民年金保険料の免除申請について
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217 ／鹿児島北年金事務所099(225)5311

第 58 回県民体育大会熊毛地区大会競技種目と会場
◎お問い合わせ先　種子島中央体育館㉔ 2226

競技種目 開催日 開始時刻 競技会場 開催地
ゴルフ 7 月 1 日 （土） 8:30 コスモリゾート種子島ゴルフクラブ 中種子
バレーボール（男・女）

7 月 2 日 （日）

10:45 南種子町農業者トレーニングセンター 南種子
サッカー 10:00 中種子町営陸上競技場 中種子
サーフィン 9:30 岩崎ホテル前 南種子
陸上 11:30 屋久島町健康の森公園陸上競技場 屋久島
ソフトテニス（男・女） 10:30 中種子町営テニスコート 中種子
相撲（一般・青年） 10:30 西之表市営相撲場 西之表
グラウンド ･ ゴルフ 10:30 西之表市営陸上競技場 西之表
バスケットボール（男） 9:30 種子島中央体育館 中種子
柔道 ７月 8 日 （土） 16:10 種子島中央体育館（武道館） 中種子
ソフトボール（男）

７月 9 日 （日）

10:00 中種子町営野球場 中種子
バドミントン（男・女） 10:00 西之表市民体育館 西之表
全空連空手道 9:30 種子島高校武道場 西之表
テニス（男・女） 9:30 中種子町営テニスコート 中種子
剣道 12:15 屋久島町立宮之浦体育館 屋久島
軟式野球 10:00 南種子町健康公園野球場 南種子
卓球（男・女） 10:00 種子島中央体育館 中種子
ソフトボール（女） 10:30 中種子中学校 中種子
弓道 11:30 屋久島町弓道場 屋久島
ゲートボール 10:00 中種子町立体育館 中種子
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　中種子町では、鹿児島県および県内の市町村、
そしてこの事業にご賛同いただいた協賛店と共同
で、子育て家庭を応援するため、「かごしま子育
て支援パスポート事業」に取り組みます。

●子育て支援パスポートってなに？
　子育て家庭を地域全体で支援することを趣旨
に、交付されるパスポートです。
　協賛ステッカーの貼ってある協賛店でパスポー
トを見せると、協賛店の善意による、いろいろな
子育て支援サービスが受けられます。
●パスポートの交付対象は？
　妊娠中の人および 18 歳未満の子どものいる家
庭が交付対象となります。
　なお、交付枚数は１世帯につき１枚となります。
●パスポートの交付手続きは？
　役場福祉環境課福祉係で交付申請書を記入して
ください。
　妊娠中の方は、母子健康手帳等を提示してくだ
さい。また、児童と同居していない方は、養育関
係を証する資料が必要です。
●パスポートの利用先は？
　町内の協賛店はもちろん、全国の協賛店でも利
用できます。協賛店一覧は町のホームページおよ
び県のホームページで随時更新をします。
　詳しくはお問い合わせください。

■子育て支援パスポート事業協賛店を募集してい
ます
　「かごしま子育て支援パスポート事業」開始に
伴い、中種子町と鹿児島県では、子育てを支援い
ただける協賛店を募集しています。
　皆様のアイデアで、取組可能な範囲のサービス
内容をお考えください。
　すでに子育て家庭を何らかの形で応援するよう
なサービスを実施されている店舗等は、その内容
で申し込み可能です。
　詳しくは、役場福祉環境課福祉係へお問い合わ
せください。
●協賛店のメリットは？
　特製ステッカーやのぼり旗が交付されますの
で、子育て家庭を応援する企業・店舗であること
をＰＲできます。また、県や町のホームページな
どで広く紹介・ＰＲされます。

かごしま子育て支援パスポート事業について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

第 67 回社会を明るくする運動について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200

　法務省は毎年７月を「社会を明るくする運動」
の強化月間として運動を展開しています。
　この運動は、全ての国民が、犯罪・非行の防止
と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
犯罪や非行のない地域社会を築こうとする全国的
な運動です。
　町民の皆様方には、この運動の趣旨をご理解い
ただき、ご支援とご協力をお願いいたします。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

7 月は国民健康保険税の本算定月です
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203・230

　1 年間の国民健康保険税を所得や固定資産税等
をもとに算定し、7 月上旬ごろに通知します。

■国保税Ｑ＆Ａ※国民健康保険は国保で表記
　（国保税に関する質問事項をまとめました）
Ｑ：誰が納めるの？
Ａ：国保は、世帯単位で納税通知書が送付されま
　　す。世帯主が社会保険に加入していても、世
　　帯のどなたかが国保に加入しているときは、
　　世帯主に対し納税通知書が送付されます。
Ｑ：国保税の賦課限度額は？　
Ａ：医療分 54 万円、後期高齢者支援金分 19 万
　　円、介護分 16 万円の合計 89 万円です。
Ｑ：収入がなくても、国保税を支払うの？
Ａ：国保は、病気やケガに備え加入者がお金を出
　　し合い、必要な医療費などにあてる助け合い
　　の制度です。この制度を維持するために、所
　　得の低い方や資産のない方にも一定額を負担
　　する基本的な料金があります（均等割・平等割）。
Ｑ：前年中に収入がなく、申告をしなかったとき
　　何か影響がありますか？
Ａ：国保税は、前年の所得や加入者数等により税
　　額が決定しますが、合計所得が基準額以下の
　　世帯は、国保税を軽減する制度があります。
　　軽減は所得の申告をしている世帯が対象とな
　　りますので、申告をしないと軽減を受けるこ
　　とができない場合があります。
Ｑ：去年より税額が高いのですが？

Ａ：あなたの世帯で次の場合は昨年と比べて高く
　　なります。
　　①国保に新しく加入した方がいる
　　②国保加入者の収入が去年より増えた方
　　③国保加入者で、昨年中町内に土地や家屋を
　　　取得した方
　　④国保加入者で 40 歳になった方（介護保険分）

国保税に関する夜間相談窓口を開設します
　夜間相談窓口を下記の日程で開設します。仕事
などで来庁できない方はぜひご利用ください。
■日時　7 月 12 日（水）・13 日（木）
　　　　午後 5 時 30 分～午後 8 時まで
■場所　役場税務課

戦没者遺児による慰霊友好親善事業の参加者募集について
◎お問い合わせ先　日本遺族会事務局03-3261-5521 ／役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 261

　日本遺族会では「戦没者遺児による慰霊友好親
善事業」の参加者を募集しています。
　この事業は、政府の委託ならびに補助を受け実
施しており、父などを国に捧げた戦没者の遺児が、
一度は亡き父などの眠る地に赴き心ゆくまでの慰
霊追悼を行うとともに、現地の方々との友好親善

を深めることを目的としたものです。
　参加費用は 10 万円となります。
　対象者は戦没者遺児のみで、今年度の実施地域
周辺のみとなります。
　詳細についてはお問い合わせください。
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　各課からのお知らせ

国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証を更新します
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係・高齢者医療係㉗ 1111 内線 220・289

　国民健康保険被保険者証と後期高齢者医療被保
険者証 ( 保険証）は有効期限が 7 月 31 日までの
ため 8 月 1 日から使えなくなります。
　下記の日程で保険証の更新手続きをお願いします。
　更新手続きは代理の方でもできます。

■持参するもの
●現在お持ちの保険証
●限度額適用・標準負担額減額認定証
●印鑑（シャチハタ印鑑は不可）

保険証の各集落での更新手続は 7 月 20 日（木）から始まります。
月日 集落名 場　所 時　間 月日 集落名 場　所 時　間

7/20（木）

牧　川 牧川公民館 9:00 ～ 9:40

7/24（月）

町山崎
町山崎公民館 10:00 ～ 10:30

浜津脇
漁民センター 10:00 ～ 11:00

阿　曽

上之城 竹屋野 竹屋野公民館 11:00 ～ 11:30

坂　元 坂元公民館 9:00 ～ 9:30 満足山
満足山公民館 13:30 ～ 14:00

竹之川

竹之川公民館 10:00 ～ 10:30

阿　保

広　野 高　峯 高峯公民館 14:30 ～ 15:00

深久保 大牟礼 大牟礼公民館 15:30 ～ 16:00

砂　中 砂中公民館 11:00 ～ 11:30 伊　原 伊原公民館 13:30 ～ 14:00

宝　来 宝来公民館 13:30 ～ 14:00 下　田 下田公民館 14:30 ～ 15:00

平　鍋 平鍋公民館 14:30 ～ 15:00 広ヶ野 広ヶ野公民館 15:30 ～ 16:00

原之里 原之里公民館 15:30 ～ 16:00

7/25（火）

女　洲 女洲公民館 9:00 ～ 9:30

春　田 春田公民館 13:30 ～ 14:00 東之町 東之町公民館 10:00 ～ 10:30

二十番 二十番公民館 14:30 ～ 15:00 向　町 向町公民館 11:00 ～ 11:30

池之平 池之平公民館 15:30 ～ 16:00 西之町 西之町公民館 9:00 ～ 9:30

7/21（金）

秋佐野 秋佐野公民館 9:00 ～ 9:30 美　座 美座公民館 10:00 ～ 10:30

向井町
向井町公民館 10:00 ～ 10:30

西之山 西之山公民館 11:00 ～ 11:30

戸　畑 田　島 田島公民館 13:30 ～ 14:00

中之町 中之町公民館 11:00 ～ 11:30 東　目 古市勝義様宅 14:30 ～ 15:00

古　房 古房公民館 9:00 ～ 9:30 本　村 本村児童館 15:30 ～ 16:00

郡　原 郡原公民館 10:00 ～ 10:30 輪之尾 輪之尾公民館 13:30 ～ 14:00

中　山 中山公民館 11:00 ～ 11:30 中　田 中田公民館 14:30 ～ 15:00

大　平 大平公民館 13:30 ～ 14:00 長　谷 長谷公民館 15:30 ～ 16:00

上　方 上方公民館 14:30 ～ 15:30 原　尾 原尾公民館 16:30 ～ 17:00

池之向 池之向公民館 16:00 ～ 16:30

7/26（水）

熊　野 熊野公民館 9:00 ～ 9:30

伏之前 伏之前公民館 13:30 ～ 14:30 新　町 新町公民館 10:00 ～ 10:30

松　原 松原公民館 15:00 ～ 15:30 塩　屋 塩屋公民館 11:00 ～ 11:30

栄　町 栄町公民館 16:00 ～ 16:30 阿高磯 阿高磯公民館 9:00 ～ 9:30

7/24（月）

横　町 役場防災センター 9:00 ～ 10:00 屋久津 岩岡郵便局 10:00 ～ 10:30

旭　町 役場防災センター 10:00 ～ 11:00 梶　潟 梶潟公民館 11:00 ～ 11:30

畠　田 畠田公民館 9:00 ～ 9:30 衣之平 衣之平公民館 13:30 ～ 14:00
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　太陽の里・流水プールは、スタッフ一同安全を
期して皆さまのご来場を心からお待ちしていま
す。
　なお、悪天候（台風接近）などで急きょ営業を
取りやめる場合もありますので、あらかじめご了
承ください。
■営業期間　
　７月 21 日（金）から８月 31 日（木）（41 日間）
　※８月５日（土）は中種子町よいらーいき祭り
　　のため、営業を休止します。
■営業時間　
　午前 10 時から午後５時まで　

■入場料金　
　●大人　　 400 円　　●高校生　300 円
　●小中学生 200 円　　●幼児　　100 円

流水プール営業のお知らせ
◎お問い合わせ先　公共施設管理公社㉗ 3800

8 月 5 日（ 土 ） 開 催 　※内容は進行状況や天候により多少変更する場合があります。

時　間 内　容 会　場

昼の部

13:00 ～ 13:30 神事 役場前駐車場

13:30 ～ 14:40 ストリートライブ（よさこい、その他） 役場前

14:40 ～ 15:00 フレッシュ種子島紹介 役場前駐車場

15:00 ～ 16:30 パレード、みこし、道中踊りなど 役場～旭町商店街

夜の部 17:50 ～ 21:00 ステージショー、花火など 太陽の里多目的広場

第 49 回中種子町よいらーいき祭りを開催します
◎お問い合わせ先　よいらーいき祭り実行委員会事務局（役場企画課地域振興係）㉗ 1111 内線 210

▼道中踊り参加者・夜の部ス
　テージ出演者を募集します
　よいらーいき祭りに一緒に参加しませんか。
　道中踊り（昼の部）とステージ（夜の部）に参
加くださる方を募集します。
　参加を希望される場合は、出演内容を決めた上
でご応募ください。
■道中踊り　曲目、振り付けなどは自由です。
　　　　　　1 団体 5 名以上
■ステージ出演　持ち時間 10 分程度
■申込期限　７月 14 日（金）

※祭り中は、遊戯・撮影などを目的とした飛行ラ
ジコンの使用を禁止します。事故防止にご協力を
お願いします。
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■オオキンケイギクの生育を確認した際の対処方法
　オオキンケイギクは多年草であるため、根から
抜き取ってしまうのが効果的な駆除方法だと考え
られます。

　しかし、種の散布を防ぐことを目的とするなら
ば、地上部を刈り取る方法もあります。なお、こ
の場合、同年中に地上部が再生し、再び開花する
こともあります。
　除草剤を使用することが可能な場所であれば、
除草剤を使用しての駆除も効果的です。
　オオキンケイギクの種は、長期間発芽可能な状
態で地中に残るため、地中の種を増やさないため
にも、花が見られたら出来るだけ早く駆除を行う
ことが必要です。

オオキンケイギク（通称：特攻花）は「特定外来生物」です！
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　平成 29 年度中種子町職員採用試験を下記のと
おり実施します。
　詳しいことはお問い合わせいただくか、町ホー
ムページから「中種子町職員採用試験案内」をご
覧ください。
■試験日　9 月 17 日（日）　午前８時 50 分～
　（受付：午前８時 20 分～午前８時 40 分）
■会場　中央公民館
■受験資格　下表に定める条件を満たす方
■身体障害者（1 ～ 6 級）を対象とする採用
　下表に定める条件で、自力により通勤ができ、
　かつ、介護者なしに職務の遂行が可能な方

■資料請求方法
①役場総務課に直接請求
②町ホームページからダウンロード
③郵送で請求の場合は、封筒の表に「受験申込書
　請求」と朱書きし、82 円切手を貼ったあて先
　明記の返信用封筒（12㌢× 23.5㌢以下）を同
　封のうえ、役場総務課行政係に送付
■受付期間　７月 18 日（火）～８月 17 日（木）
　午後５時 15 分必着
▽資料請求あて先
　〒 891-3692
　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5186 番地
　中種子町役場総務課行政係

平成 29 年度中種子町職員採用試験のご案内
◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

試験区分
採用予定
人　　数

勤務先及び職務内容 受験資格

一般行政職 若干名
町長事務部局、議会事務部局、各種
委員会事務部局又は公営企業事務部
局で一般事務に従事

昭和 62 年 4 月 2 日から平成 12 年４月１日までに生ま
れた者で、高等学校以上を卒業または平成 30 年 3 月
31 日までに卒業見込みの者

保　健　師 若干名 町長事務部局
昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、資格を有する
者または平成 30 年３月 31 日までに資格取得見込みの
者

土木技術職 若干名 町長事務部局、公営企業事務部局で
土木工事設計等に従事

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、高等学校以上
の学校の土木課程または各種専門学校の土木課程を卒
業または平成 30 年 3 月 31 日までに卒業見込みの者

電気技術職 若干名 町長事務部局、公営企業事務部局で
電気施設管理等に従事

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、第１種電気工
事士の資格を有する者または平成 30 年３月 31 日まで
に資格取得見込みの者

オオキンケイギクを植えたり、広げたりするこ
とは、禁止されています。
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スポーツ大会の結果　

　左から日髙奈生子・葛大

　中種子中学校柔道部男子

第 10 回独身男女交流イベントの参加者を募集します
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

　独身男女交流イベント「ラブウェーブ」を行い
ます。イベント内容など詳しいことはお問い合わ
せください。
■開催日　８月 26 日（土）・27 日（日）
■定　員　40 人（男女 20 人ずつ）
　　　　　※応募者多数の場合抽選
■募集期間　６月 28 日（水）～８月２日（水）
■参加資格　23 歳から 49 歳くらいまでの独身男
　　　　　　性・女性（男性は本町在住に限る）

　左から井上聖也・野平まどか

　德永丈
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。
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（平成 29 年度種子島こりーな自主文化事業）
 みやまふれあいコンサート in 中種子町
　霧島国際音楽祭出演者のアレクセイ・トカレフ

（トランペット）、馬原裕子（ソプラノ）、大迫貴（ピ
アノ）による演奏会を開催します。クラシック音
楽を身近に感じ、音楽祭の雰囲気をこの機会にぜ
ひ味わってください。
※ 3 歳未満は入場できません。
■日　時　7 月 21 日（金）
　　　　　開場　午後 6 時 30 分
　　　　 　開演　午後 7 時

■場　所　種子島こりーな
■入場料　一般 1,000 円、高校生以下 500 円
◎お問い合わせ先　種子島こりーな　㉗ 3711

生涯学習だより　

トランペット
アレクセイ・トカレフ

  ソプラノ
  馬原裕子

  ピアノ
  大迫貴

県立宮之城高等技術専門校入校生募集
①平成 29 年度オープンキャンパス
　中・高校生，一般を対象に木工・建築大工の
体験入校生を募集します。　
■日時　
　８月１日（火）午前９時～午後 12 時 30 分
■申込期限　７月 26 日（水）
■対象者　
　中学生、高校生、一般（概ね 30 歳までの方）
■募集人員　先着 30 名
■参加費　
　無料※ただし１日傷害保険の加入を予定
②平成 30 年度入校生推薦選考（高校卒業見込者）
　木工・建築大工の技術技能の習得を目的と
した入校生を募集します。
■募集科　室内造形科、建築工学科
■受付期間　９月１日（金）～９月 28 日（木）
■応募資格　
　高等学校を平成 30 年３月に卒業見込の者
■選考日　10 月６日（金）
■選考場所　宮之城高等技術専門校
■選考方法　筆記試験（適性試験）及び面接
■合格発表　10 月 16 日（月）
　詳しくは、お問い合わせいただくか、募集
案内、ホームページをご覧ください。
◎申込先およびお問い合わせ先
　鹿児島県立宮之城高等技術専門校
　〒 895-1804 薩摩郡さつま町船木 881 番地
　0996-53-0207　FAX0996-53-0993

法定相続情報証明制度が始まりました
　法務局では、法定相続人が誰であるのかを
登記官が証明する「法定相続情報証明制度」
を５月 29 日から開始しました。
　この制度は、登記所（法務局）に戸籍謄本
等の束を提出し、相続関係を一覧に表した図

（法定相続情報一覧図）を併せて提出していた
だければ、登記官がその一覧図に認証文を付
した写しを無料で交付する制度です。
　その後の相続手続では、この法定相続一覧
図の写しを御利用いただくことで、戸籍謄本
等の束を何度も出し直す必要が無くなります
ので、ぜひ御利用ください。
　制度の詳細は、法務省のホームページでご
覧ください。
◎お問い合わせ先　
　鹿児島地方法務局種子島出張所　㉒ 0668

感電事故防止のお願い
　九州電力では、毎年８月の「電気使用安全
月間」（経済産業省主唱）に合わせ、感電事故
防止の為の活動を推進しております。
　つきましては、電線付近での魚釣りやセミ
とりをしないこと、切れた電線に絶対触れな
いこと、また鉄塔や変電所等へ近づかないよ
うにお願い申し上げます。
◎お問い合わせ先
　九州電力（株）熊毛配電事業所
　0120-986-807
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に
は
雌
ね
じ
が
切
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
尾
栓
を
ね
じ
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
銃
底
が
ふ
さ

が
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

　

尾
栓
の
作
り
方
に
は
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
金
兵
衛
は
、
ま
ず

尾
栓
の
雄
ね
じ
を
、
丸
棒
を
タ

ガ
ネ
や
ヤ
ス
リ
な
ど
を
使
っ
て

ね
じ
山
を
作
り
ま
し
た
。
次
に
、

銃
身
の
底
の
雌
ね
じ
は
、
銃
身

を
熱
し
て
か
ら
雄
ね
じ
を
は
め

込
み
、
鍛
え
な
が
ら
こ
れ
を
回

し
て
抜
く
作
業
を
繰
り
返
し
、

鉄
腔
の
内
側
に
ね
じ
山
を
形
成

し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
初
め
て
日
本
国
産

火
縄
銃
の
完
成
を
み
た
の
で

す
。

　　

こ
う
し
て
金
兵
衛
は
一
年
余

り
で
新
た
に
数
十
挺
の
鉄
砲
を

製
造
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

国
津
々
浦
々
に
鉄
砲
は
伝
わ

り
、
こ
れ
を
習
わ
な
い
者
は
い

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
「
ね
じ
」
の
語
源
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

一
．
鉄
砲
を
複
製
し
た
種
子
島

の
鍛
冶
達
が
捻
り
（
ね
じ
り
）

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
「
ね
じ
」

と
な
っ
た
、

一
．
鍛
冶
達
が
底
を
ふ
さ
ぐ
術

を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
念
じ
た
こ

と
か
ら
「
ね
じ
」
と
言
っ
た
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
写
真
提
供

　
　
　

中
種
子
火
縄
銃
保
存
会

　
　
　

種
子
島
鉄
砲
隊

■
参
考
文
献

　
　
　

鉄
炮
記

※
『
鉄
炮
記
』
に
つ
い
て
は
中

種
子
町
Ｈ
Ｐ
に
原
文
（
漢
文
）、

訓
読
文
（
書
き
下
し
文
）、
現

代
語
訳
（
意
訳
）
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

婿
家
族
舅
姑
我
が
妻
と
お
伊
勢
参
り
て
鰻
で
乾
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山
　
仲
座
　
健
次

ど
く
だ
み
の
咲
き
初
む
庭
に
夏
来
た
り
お
茶
目
に
の

ぞ
く
白
き
花
に
も　
　
　
　

旭
　
町
　
村
尾
　
祥
子

春
野
菜
苗
を
求
め
て
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
汁
も
の
和
え
も

の
レ
シ
ピ
が
浮
か
ぶ　
　
　

上
　
方
　
梶
原
　
温
惠

甘
藷
植
え
助
っ
人
の
来
て
肥
料
ま
き
吾
子
は
疲
れ
て

起
き
ら
れ
な
く
な
る　
　
　

満
足
山
　
鮫
島
ヨ
シ
ヱ

生
き
る
事
は
む
つ
か
し
く
し
て
優
し
さ
は
沢
山
で
き

る
歳
重
ぬ
れ
ば　
　
　
　
　

原
之
里
　
野
田
　
健

亡
き
母
の
目
汁
鼻
汁
は
口
癖
で
も
し
や
と
我
も
眼
科

へ
急
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

旭
　
町
　
八
汐
　
眞
弓

ス
ー
パ
ー
の
「
ト
ン
カ
ツ
」
チ
ン
し
て
夕
餉
と
す
仂

く
母
は
懸
命
の
日
　々
　
　

旭
　
町
　
白
木
　
民
子

も
も
、
さ
く
ら
、
い
ち
ご
三
つ
仔
の
せ
り
待
た
る
電

光
盤
は
如
何
に
瞬
く
　
　
　
原
　
尾
　
都
　
樹
実
生

竿
竹
が
撓
む
が
に
吹
く
朝
風
に
緋
鯉
真
鯉
の
空
に
は

た
め
く　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前
　
德
永
　
武
彦

季
節
感
お
ぼ
ろ
に
さ
れ
て
真
冬
に
も
胡
瓜
の
浅
漬
け

違
和
な
く
食
ら
う　
　
　
　

函
　
館
　
山
田
　
正
明

新
学
期
黄
い
ろ
い
帽
子
が
ぷ
か
ぷ
か
と
歩
道
に
伸
び

て
朝
の
通
学
路　
　
　
　
　

伏
之
前
　
中
嶋
喜
代
子

つ
は
ぶ
き
を
良
く
食
べ
動
く
帰
省
の
息
手
摺
り
つ
け

た
り
朝
顔
ま
い
た
り　
　
　

満
足
山
　
横
山
美
津
絵

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
５
８
号
）

　火縄銃の雄ねじ

生涯学習だより　

　火縄銃の雌ねじ
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熱中症対策について　副院長：古市　正徳　　公立種子島病院㉖ 1230

　

熱
中
症
は
高
温
や
多
湿
の

時
に
体
内
の
水
分
、
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
本
来
汗

を
か
く
こ
と
で
熱
を
放
出
し

体
温
調
整
を
行
っ
て
い
る
発

汗
機
能
、
循
環
系
に
異
常
を

き
た
し
発
症
し
ま
す
。

　

お
お
ま
か
に
表
の
よ
う
に

３
つ
に
分
類
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
な

さ
れ
ま
す
。

種　類

熱痙
けい

攣
れん

熱疲労

熱射病

原　因

塩分不足等

水分、塩分

不足等

体温状症

症　状

手足の痺れ、こむら返り、筋

肉痛、血圧低下、等
強い疲労感、頭痛、吐き気、

頻脈、めまい、大量発汗等
深部体温上昇、発汗停止、中

枢神経障害、多臓器障害等

分　類

Ⅰ度、軽症

Ⅱ度、中等症

Ⅲ度、重症

　

一
般
に
意
識
が
あ
る
場

合
、
涼
し
い
場
所
に
避
難
し
、

頭
を
高
く
し
衣
服
を
緩
め
、

さ
ら
に
首
や
脇
な
ど
の
動
脈

部
位
を
冷
や
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
、
経
口
補
水
液
、
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
を
飲
ま
せ
ま
す
。

　

こ
れ
で
症
状
が
改
善
し
な

い
時
、
ま
た
自
分
で
水
分
補

給
が
で
き
な
い
場
合
は
病
院

で
の
治
療
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
応
答
が
異
常
、
意
識

障
害
、
ひ
き
つ
け
等
は
生
命

の
危
険
も
あ
り
直
ち
に
医
療

機
関
へ
緊
急
搬
送
が
必
要
で

す
。
救
急
車
を
待
つ
間
は
涼

し
い
場
所
で
動
脈
部
位
を
冷

や
す
な
ど
応
急
処
置
を
行
い

ま
す
。

　

　

熱
中
症
は
車
内
や
屋
内
で

も
起
き
、
特
に
子
供
は
体
の

水
分
量
が
多
く
腎
臓
の
働
き

も
未
熟
な
た
め
脱
水
の
進
行

が
早
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
も
体
温
調
節
機
能

の
衰
え
や
，
暑
さ
を
自
覚
し

に
く
い
う
え
、
体
内
水
分
量

も
少
な
く
脱
水
症
状
に
な
り

や
す
く
、
回
復
し
に
く
い
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
高
血
圧
、
心
臓
病
等

の
薬
剤
、
飲
酒
も
影
響
し
ま

す
し
、
さ
ら
に
水
ば
か
り
大

量
に
飲
み
、
塩
分
が
不
足
し

た
り
す
る
と
水
中
毒
で
、
頭

痛
、
嘔
吐
、
む
く
み
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。

　

重
症
の
場
合
、
脳
機
能
、

腎
臓
に
障
害
を
残
す
こ
と
も

あ
り
、
暑
さ
対
策
と
こ
ま
め

な
水
分
、
塩
分
補
給
で
予
防

が
大
切
で
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「ピーマンの肉詰め」をご紹介 !!

〈 ピーマンの肉詰め〉　2 人分
ピーマン　　   　　　４個
小麦粉　　　　   　　適量
豚挽肉                      140 g
おから                        20 g
玉ねぎ                        20 g
にんじん                    20 g

　
　油、塩、こしょう         適量
　パン粉                            3 g
　牛乳  　　　　               8 cc
　たまご                        1/2 個
　砂糖                                3 g
　濃口しょうゆ               30 g

　

陽
射
し
が
強
く
な
り
、
日
傘

や
帽
子
が
欠
か
せ
な
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の

時
期
が
旬
の
ピ
ー
マ
ン
を
使
用

し
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
は
、
青
ピ
ー
マ
ン
、

赤
ピ
ー
マ
ン
、
黄
ピ
ー
マ
ン
、

黒
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
出
回
っ
て
い
る
の

は
青
ピ
ー
マ
ン
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
収
穫
時
期
が
遅
い
ほ
ど
緑

色
が
濃
く
、
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

調
理
時
は
、
油
を
用
い
て
脂

溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
効
率
を
上
げ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
料
理
方
法
」

①
ピ
ー
マ
ン
は
半
分
に
切
っ
て
種

を
取
り
除
き
、
内
側
に
小
麦
粉
を

振
っ
て
お
く
。

②
パ
ン
粉
は
牛
乳
に
浸
し
て
お
く
。

③
玉
ね
ぎ
、
人
参
は
み
じ
ん
切
り

に
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
る
。

④
③
の
あ
ら
熱
を
と
り
、
挽
肉
、

お
か
ら
、
た
ま
ご
、
② 

と
合
わ
せ
、

塩
こ
し
ょ
う
を
振
り
、
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

⑤
ピ
ー
マ
ン
に
④
を
詰
め
て
肉
の

面
を
下
に
し
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
蒸

し
焼
き
に
し
、
焼
き
色
が
つ
い
た

ら
砂
糖
と
濃
口
し
ょ
う
ゆ
を
か

ら
め
て
焼
く
。

（エネルギー 271kcal（１人分））

｛

｛
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七
夕
に
、
土
星
と
月
が
接
近

　
大
き
な
リ
ン
グ
が
特
徴
的
で
美

し
い
土
星
。
土
星
は
太
陽
系
の

中
で
木
星
の
次
に
大
き
く
、
大
き

さ
は
地
球
の
10
倍
あ
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
が
ガ
ス
で
で
き
て
い
る
の

で
、
大
き
さ
の
割
に
と
て
も
軽
く
、

水
に
浮
か
べ
る
と
浮
い
て
し
ま
う

ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
土
星
の
リ
ン

グ
は
氷
や
石
の
粒
が
集
ま
っ
た
も

の
で
で
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
土
星
が
７
月
７
日
か
ら
８

日
に
か
け
て
、
月
と
接
近
し
て
見

え
ま
す
。

　

土
星
は
、
黄
色
み
を
帯
び
て
い

て
、
１
等
星
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
明

る
さ
な
の
で
肉
眼
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
望
遠
鏡
を
使
う
と

土
星
の
リ
ン
グ
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
日
は
天
の
川
を
挟

ん
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
織
姫

と
彦
星
が
１
年
に
１
度
だ
け
会
う

こ
と
が
で
き
る
日
「
七
夕
」
で
す
。

　

七
夕
に
は
織
姫
と
彦
星
の
他

に
、
土
星
と
月
を
ぜ
ひ
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

土
星
探
査
機
「
カ
ッ
シ
ー
ニ
」

　

１
９
９
７
年
に
打
上
げ
ら
れ
た

米
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の

土
星
探
査
機
「
カ
ッ
シ
ー
ニ
」
が

13
年
間
の
活
動
を
終
え
ま
す
。

　

カ
ッ
シ
ー
ニ
は
こ
れ
ま
で
、
土

星
の
輪
や
表
面
の
し
ま
模
様
の
詳

細
な
画
像
や
、
土
星
の
衛
星
エ
ン

ケ
ラ
ド
ス
に
生
命
が
存
在
可
能
な

環
境
が
あ
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ

を
集
め
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

カ
ッ
シ
ー
ニ
は
９
月
15
日
に
土

星
表
面
を
至
近
距
離
か
ら
観
測
し

な
が
ら
落
下
し
、
役
割
を
終
え
ま

す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

元気あっぷなかたね～健康長寿を目指し、ポイン
トを貯めて「商品券」をもらおう～
　この事業は、高齢者の自主的な健康づくりや地
域づくりを目指した社会活動に対してポイントを
付与し、健康維持や介護予防への取り組みを促進
しようと、平成 26 年秋から始まりました。
　65 歳以上の中種子町民の方が、町が指定した
活動に参加するとポイントが付与され、そのポイ
ント数に応じて町スタンプ会商品券に交換できま
す。
■対象となる主な活動　※下記以外にもあります

「健診関係」特定・長寿健診、結核検診、各種が
ん検診等、検診結果報告会

「教室関係」健康づくり教室、介護予防教室
「生涯学習」福寿大学、高齢者学級
「研修会活動」町主催の各種講演会、交通安全教室、
認知症サポーター養成講座

「老人クラブ等」ゲートボール等の練習、よいら
ーいき各種活動、地域での奉仕活動

■ポイントを貯めて交換するには
①ポイントカードの申請
　申請書は「役場福祉環境課窓口」「地域包括支
援センター」にあります。まずは申請し、ポイン
トカードを発行してもらいましょう。
②ポイントを貯める
　指定した活動に参加し、ポイントカードにスタ
ンプを押してもらいましょう。
③ポイントの交換
　偶数月の年金支給日の週に「役場福祉環境課窓
口」でポイント交換を実施しています。
　交換時にはポイントカードをお持ちください。

・10 ポイント貯まるごとに、500 円の商品券と
　交換できます。

・年間 5,000 円分まで交換できます。
※７月 11 日～ 15 日に行われる特定健診等の結果
報告会場にて、各種検診を受診した方へのポイン
ト付与を行いますので、カードをお持ちの方はご
持参ください。

月の見え方と土星の位置
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婚姻・出生・死亡届

●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
名古　時美（下　田）　宇都タツヱ（旭　町）
田上　一弥（旭　町）　梶原　俊治（平　鍋）
増尾　勝美（砂　中）　

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,173 人 (-7) 出生 3 人

男　性 3,885 人 (-2) 死亡 10 人

女　性 4,288 人 (-5) 転入 15 人

世帯数 4,340 戸 (-5) 転出 15 人

※（　）は前月との比較（5 月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　5 月中

火　事 3 件 うち建物 0 件

救　急 29 件 うち急病 16 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 4 件 (  ｰ 2) 22 件 (  +5)

死 者 数 0 件 (     0) 0 件 (     0)

負傷者数 5 件 (  ｰ 2) 25 件 (  +4)

※平成 29 年 5 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 29 年 5 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

5/3 梶原　陽
はる

貴
き

貴史・美鈴 旭　町

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

4/30 濵田　敏夫 郡　原 65 歳

4/30 伊集院　雄治 伏之前 51 歳

5/4 春田　和夫 平　鍋 80 歳

5/7 名古　ミカ 下　田 96 歳

5/11 田上　タヱ子 旭　町 80 歳

5/14 増尾　惠治 砂　中 92 歳

5/16 梶原　ハナヱ 平　鍋 94 歳

5/20 大﨑　敏子 二十番 92 歳

5/28 知念　ツヤ 西之山 102 歳

5/29 本鍋田　清一 伏之前 65 歳

生
活
に
お
困
り
の
方
へ

　
　
　
　
支
援
を
行
い
ま
す

　

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
て
包

括
的
な
支
援
を
行
う
「
種
子
島
中
央

く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
開
所
式
が
、
５
月
９
日
に

南
種
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
中
種
子
・
南
種
子
両

町
を
対
象
区
域
に
し
て
お
り
、
本
町

に
は
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
立
相
談
・
就

労
準
備
・
一
時
生
活
・
家
計
相
談
・

子
ど
も
の
学
習
に
つ
い
て
の
支
援
事

業
を
行
い
ま
す
。
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「なかたねお知らせ版」　7月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

6（木）ぽかぽか教室 13:00~

7（金）母子手帳交付 13:00~

11（火）
～ 15（土）健診結果報告会

17（月） おやこ食育教室 9:00~　対象：野間小学校

18（火） 赤ちゃん教室 10:00~　

20（木）乳幼児健診

21（金）母子手帳交付 13:00~

26（水）マタニティ教室※種子島産婦人科医院
お産・母乳 13:00~

27（木）マタニティ教室　栄養 18:30~

乳幼児健診　7 月 20 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 か 月 児 09:00~09:15 H28.11.18　～　H29. 1.19 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H28. 7.15　～　H28. 8.19

3 歳 児 12:45~13:00 H26. 4.20　～　H26. 7.19

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

日本脳炎 6 月 26 日～ 7 月 1 日
1 期　H24.4.2 ～ H26.4.1

2 期　H19.4.2 ～ H20.4.1

Ｂ Ｃ Ｇ 7 月 18 日～ 7 月 22 日 生後 3 か月～ 12 か月

M R
混 合 1 期 7 月 10 日～ 7 月 15 日

生後 12 か月～ 24 か月

M R
混 合 2 期 H23.4.2 ～ H24.4.1

四種混合 7 月 24 日～ 7 月 29 日 生後 3 か月～ 90 か月

水 痘
7 月 03 日～７月 08 日
7 月 31 日～８月 05 日

生後 12 か月～ 36 か月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

1（土）・2（日）
8（土）・9（日）

第 58 回県民体育大会熊毛地区大会

15（土）第 2 回チャレンジ・キッズ

16（日）第 58 回県民体育大会熊毛地区大会予備日

20（木）小・中学校終業式

21（金）
自主文化事業「みやまふれあいコンサート」
開場 19:00 ～【種子島こりーな】

22（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休診します。

各科 診察日

眼 科 3（月）、4（火）、18（火）、19（水）

耳鼻咽
喉 科

13（木）、27（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

消化器
外 科 毎週水曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

2（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

9（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

16（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

23（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

30（日） 井元医院 ㉒ 0075

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

4（火）
赤ちゃん教室（1 歳未満）
七夕制作

保健センター

7（金）
幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
七夕まつり会

伏之前住宅集会所

18（火）
赤ちゃん教室（1 歳未満）
バルーンあそび

保健センター

21（金）
幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
水あそび

保健センター

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。

種子島産婦人科医院（㉒ 0260）
外来休診日　5 日（水）
土曜日外来診療日（要予約）　1 日（土）9:00 ～ 12:00
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今年の夏も大阪（伊丹）直行便が運航 !
乗り継ぎ無しで、旅行や帰省に大変便利です。

区　間 出発 到着
大阪 ( 伊丹 ) →種子島 11:25 12:55
種子島→大阪（伊丹） 13:20 14:40

■期　間　8 月 1 日 （火）～ 8 月 31 日（木）
■機　材　JAC　DHC8-Q400　74 人乗り
※期間中割引料金（先得割引）もありますので、旅行代理店にお
問い合わせください。
※離島航空割引カードは大阪便には使えません。

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 29 年 3 月 11 日～平成 29 年 9 月 18 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 7 月 22 日（土）～ 8 月 20 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

「サマージャンボ宝くじ」「サ
マージャンボミニ」「サマージ
ャンボプチ」が、７月 18 日（火）
から全国で同時販売！

■発売期間
　７月 18 日（火）～８月 10 日（木）
■抽選日
　８月 20 日（日）

この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます


